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松が明けて小正月を迎え、日本リハビリテーション医学会近畿

地方会（以下、近畿地方会）会員の皆様には、寒中お見舞い申し

上げます。また、平素は近畿地方会の運営へのご協力、この場を

お借りして心よりお礼申し上げます。

さて、昨年は公益社団法人日本リハビリテーション医学会（以

下、リハ医学会）の役員（監事、理事）の改選がありました。また、

リハ医学会専門医会でも幹事改選、近畿地方会も監事、幹事の

改選年でした。リハ医学会役員会には、近畿地区からは田島文

博先生（和歌山県立医科大学）が監事として、久保俊一先生（京

都府立医科大学）、菅本一臣先生（大阪大学）、道免和久先生

（兵庫医科大学）と私が理事に選任、専門医会幹事会には中村

健先生（和歌山県立医科大学）が再選され、リハ医学会における

近畿地区の発言力、発信力が強化されました。一方、近畿地方

会でも平成26年7月26日の総会にて新幹事会（幹事56名、監事2

名）が選出され、私も代表幹事に再任されました。

これまで多くの幹事、監事の方々のご尽力、会員皆様のご協

力により、近畿地方会は学術集会、生涯教育研修会、Newsletter

の発行、近畿地方会学術誌の発刊など幅広く活動を重ねて参り

ました。そしていよいよ、来年は平成19年に住田幹男先生が会長

をされた第44回日本リハ医学会学術集会以来、9年ぶりに近畿

地区で学術集会（会長 久保俊一先生）が開催されます。また、平

成29年からは新専門医制度下での臨床研修が始まります。

幹事会では、これらの事業や課題は、近畿地方会というチー

ムで対応しなければとても乗り切ることができない、重大かつ重

要な事項であると認識しています。そのために、これまで以上の

近畿地方会会員皆様の協働、協力が必要となってきますので、

皆様の暖かいご支援とご協力を重ねてお願い申し上げます。

代表幹事の挨拶
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新幹事の自己紹介です。経歴も専門領域もそれぞれ異なりますが、
リハ医学にかける熱意は大きく、近畿地方会の多様性と専門性が
アップしました。

新幹事新幹事
     の抱     の抱負
新幹事
     の抱負

平成9年広島大学を卒業後、平成10年秋に関西へ移り住み、近畿地方会に所属し、急性期総合病院、

回復期リハビリテーション病棟などで勤務しました。平成22年3月に出産、1年間の育休後復帰し、平成24

年4月から現在の勤務先に移りました。

現在の職場は救命救急センターを擁する急性期総合病院の中に回復期リハビリテーション病棟、障害

者等病棟を有する珍しい形態の病院です。以前から、受傷直後からの全身管理、機能回復に関わりたい

と考えていました。大変な面も多々ありますが面白みを感じながら日々診療しています。日本リハビリテー

ション医学会の仕事では、『神経筋疾患・脊髄損傷の呼吸リハビリテーションガイドライン』策定委員会委員をさせていただき、

昨年6月に刊行されました。非侵襲的人工呼吸管理を中心に頸髄損傷者の呼吸障害についても取り上げています。

近畿地方会幹事としては、まずは教育委員会委員をさせていただくことになりました。リハ栄養やロボット技術、磁気刺激など

リハビリテーションにはまだまだ新しい分野が広がってきています。会員の皆様の日々の診療・研究にお役にたてることができ

れば幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。

土岐 明子　大阪府立急性期・総合医療センター リハビリテーション科
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この度、近畿地方会幹事に加えていただきました三上靖夫と申します。昭和60年に京都府立医科大

学整形外科に入局し、平成26年10月に新設された、京都府立医科大学リハビリテーション医学教室の病

院教授を拝命しております。卒後2年目に脊髄損傷の患者を受け持つ機会を得てリハビリテーションの重

要性を痛感しました。整形外科医として研鑽を積んで参りましたが、リハビリテーション医学にも興味を持

ち、日本リハビリテーション医学会には入会して26年になります。脊椎脊髄疾患とリハビリテーションの臨

床と研究に携わり、平成14年からは、京都府立医科大学の教員として学生や若手医師への教育を行っ

てきました。

超高齢社会を迎え、健康寿命延伸のためにリハビリテーションの必要性は高まるばかりです。「リハビリ」という言葉は広く認

知されるようになってきましたが、一方で、誰もが良質なリハビリテーションの恩恵を受けられるような医療環境はまだ整ってお

りません。臨床や研究を通してリハビリテーション医療に携わる人材を育成し、近畿地方会の先生方とともにリハビリテーション

医療・医学に貢献したいと考えております。どうか、よろしくお願い申し上げます。

三上 靖夫　京都府立医科大学大学院 医学研究科 リハビリテーション医学

このたび、日本リハビリテーション医学会近畿地区幹事に選出されました酒井良忠と申します。平成8年

神戸大学を卒業後、神戸大学整形外科学教室に入局しました。平成21年から姫路獨協大学医療保健学

部でリハ関連職種の教育に携わりながら、回復期病院での研修を行いリハ専門医を取得いたしました。平

成24年に神戸大学大学院医学研究科リハビリテーション機能回復学の特命教授に着任し、神戸大学病

院リハビリテーション科の開設と、リハ専門医の育成を行っております。元々の専門を生かして関節リウマ

チ、骨粗鬆症のリハビリテーションのほか、病院の特性としてがんリハビリテーションに力をいれておりま

す。とくに骨転移については、骨転移キャンサーボードを設立し、診療科横断的に患者ADL、QOLを向上

させるために取り組んでおります。また基礎研究では炭酸ガス経皮吸収の効果について研究しており、ポストポリオ症候群の臨

床治験を開始予定です。大学病院のリハビリテーション科として、専門医の育成、エビデンスの構築、地域の回復期病院との連

携など、学会に貢献できるよう努力する所存ですので、諸先生方のご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

酒井 良忠　神戸大学大学院 医学研究科 リハビリテーション機能回復学 / 神戸大学病院 リハビリテーション科

この度、日本リハビリテーション医学会近畿地方会幹事を務めさせて頂くことになりました勝谷将史と申

します。平成15年兵庫医科大学を卒業し、同大学リハビリテーション医学教室主任教授 道免和久先生に

師事しリハビリテーション医学を学んでおります。現在は西宮協立リハビリテーション病院にて医長として回

復期リハビリテーションとリハ専門外来での診療を担当し、地域リハビリテーション支援センターの構成員と

しても業務マネジメントや組織運営など、地域における多職種連携やリハビリテーション医療の質の向上

に務めております。リハビリテーション医療は介護・福祉領域とも密接に関わる分野でありチーム医療を基

本とするため、他職種とのコミュニケーション能力やチームのマネジメント能力などの高いソーシャルスキル

を求められていると実感しております。後進の育成はもちろん、医師のみならずチームとして質の高いリハビリテーション医療を

展開できるようなスタッフの育成やリハビリテーション医療の推進・啓蒙などリハビリテーション医療の発展に尽力していく所存で

す。まだまだ若輩であります、皆様ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

勝谷 将史　西宮協立リハビリテーション病院 リハビリテーション科

この度、日本リハビリテーション医学会近畿地方会幹事に就任いたしました、大阪市大医学部整形外科

所属・池渕充彦と申します。

リハビリテーションという言葉は日本語として定着していますが、診察業務をしておりますと、医学領域に

おいてさえリハビリテーション医学は本当に周知されているとは言い難い状況なのかな、と思わされてしま

う事例に遭遇してしまい、残念な気持ちになることがままございます。ですが、状況は少しずつ変化してき

ております。日本リハビリテーション医学会が基本領域18学会に含まれ、専門医制度の起ち上げが始まり

ました。ポリクリでもリハビリテーション医学に興味を持ち、質問をしてくる学生さんがちらほら現れてきまし

た。これはリハビリテーション医学に携わる諸先生方の日頃の努力の賜物であります。近畿地方会幹事となり、これをさらに育て

ていかなくてはならない立場となったことを考えますと、まさに身の引き締まる思いです。若輩者で行き届かない点も多々あるか

と思いますが、リハビリテーション医学の発達とリハビリテーション医学会の発展に、少しでもお手伝いできればと思っておりま

す。どうぞよろしくお願い致します。

池渕 充彦　大阪市立大学大学院 感覚・運動機能医学大講座 整形外科
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このたび、リハ医学会近畿地方会の幹事を拝命いたしましたベルランド総合病院の倉都（くらつ）と申しま

す。私は、昭和60年に徳島大学を卒業後大阪大学整形外科学教室に入局し、現在に至るまで主に骨・軟

部腫瘍（良・悪性）や関節外科を中心に医療活動を行ってまいりました。従いまして、当然のことながら運動

器のリハビリテーションに携わる機会が主だったのですが、3年前現病院に赴任後は、当院が大阪府がん

診療拠点病院ということもあり、がんのリハビリテーションにも積極的に携わるようになった次第です。骨・軟

部腫瘍はもとより転移性骨腫瘍の患者さんのご紹介も著明に増加し、また今年9月の新病院開院後は20床

の緩和ケア病棟も新設され、この領域におけるリハビリテーションの重要性を今さらながら痛感しておりま

す。全国より講師をお願いし、泉北骨・関節セミナーと泉北がんリハビリテーション研究会をそれぞれ年1回ずつ開催し、地方で

のリハビリテーションの啓蒙にも励んでおります。

　近畿地方会の諸先生方のご指導・ご鞭撻を賜り、リハビリテーション医学の発展のため少しでもお力になれますよう努力す

る所存でございますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

倉都 滋之　ベルランド総合病院 整形外科

この度、日本リハビリテーション医学会近畿地方会の幹事を新たにつとめさせていただくことになりました

西尾健と申します。平成2年に京都大学医学部医学科卒業後、整形外科学と運動器リハビリテーション医

学に携わってまいりました。平成15年より京都市身体障害者リハビリセンター附属病院整形外科および訓

練科（リハビリテーション科）で、主には重度頚損や脊損、リウマチ患者、四肢切断患者や、高次脳機能障

害患者の回復期リハ終了後の自宅復帰等に対応してまいりました。また京都市身体障害者更生相談所に

おいても義肢装具適合判定、特例補装具判定、更生医療判定など公的業務も行っております。

当センターは平成27年度より京都市内における地域リハビリテーション機能を推進し、さらに高次脳機

能障害のある方に特化した自立支援施設設置や事業者の人材育成等障害福祉サービスの機能充実にむけて組織の再編成

をすすめております。地域生活の質的向上を目的とした生活期リハビリテーションが確立できるようリハビリテーション医学に貢

献したいと思います。よろしくお願い申しあげます。

西尾 健　京都市身体障害者リハビリテーションセンター

今年度、新幹事に就任させていただきました松本憲二と申します。

私は平成元年に京都大学卒業し、卒後内科臨床に数年携わっておりましたが、患者さんの疾患を治療

する中で、障害に対するアプローチを行うリハビリテーション（以下リハ）の重要性に目覚め、リハ医師になる

決意をし、以降は国立長寿医療研究センターのリハ研究室の研究員をへて、平成14年から兵庫医科大学

に入局し道免教授の指導を受けてまいりました。現在は関西リハビリテーション病院に勤務しております。

近畿におけるリハ科の認知度は、現在もまだまだ少なくリハ科志望の学生や医師が少ないため、リハ専門

医数が絶対的に不足しており、リハ科医師赴任の要請に十分こたえられておりません。そのため、学生に対

し、リハ科の魅力を十分伝えていき入局していただくこと、他科の医師のリハ科へ転科・専門医取得の教育をしていくことに、これ

まで以上に力をいれ、専門医の数の増加に微力ながら協力していきたいと思います。また、近畿地方会の教育活動を通じ、他科

の医師の方々にもリハ科・リハアプローチの重要性について理解を深めていただくことに貢献できたらと考えています。今後ともよ

ろしくお願い申し上げます。

松本 憲二　関西リハビリテーション病院

日本リハビリテーション医学会近畿地方会の幹事に就任させていただくことになりました松田秀一と申し

ます。この場をお借りいたしまして会員の皆様にご挨拶させていただきます。このたび、幹事としてお認め

頂いたことは身に余る光栄であり、その責務の重大さを痛感しております。私は九州大学の出身で、整形

外科、その中でも膝関節疾患を専門として参りました。平成24年の3月より京都大学整形外科およびリハビ

リテーション科の科長を勤めさせていただいております。

リハビリテーション医学は、複数の診療科の医師や理学療法士の皆様などとの共同作業なくては適切な

予防、治療を行うことはできないと思います。近畿地区におきましても研究会などを通しまして大学間、業

種間の情報共有や研究活動を行い、近畿地区のリハビリテーション医学の発展のために努力していきたいと思っております。

微力ではございますが、佐浦隆一代表幹事をはじめ、幹事の先生方のご指導を賜りながら、本会の発展に尽力していく所存で

ございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

松田 秀一　京都大学大学院 医学研究科 整形外科
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超高齢社会を迎え、健康寿命の延伸のためにリハビリテーショ

ンの必要性が認識されつつあります。この様な社会情勢のなか、

平成26年10月1日付けで、京都府立医科大学にリハビリテーショ

ン医学教室が開設されました。大学院名称がリハビリテーション

医学、学部名称がリハビリテーション医学教室です。

京都府が高齢化に対する京都式地域包括ケアの3大プロジェ

クトとして、「認知症」「看取り」とともに「リハビリテーション」を据

え、リハビリプロジェクトの一つとして教室の開設を決定したのが

平成26年6月でした。その4カ月後に教室が開講し、整備を急ピッ

チに進めてきました。開設からまだわずかな時間しか経ていませ

んが、平成27年1月から実働を開始しております。

専任教員は、病院教授1名、講師2名の合計3名で、全員が日

本リハビリテーション医学会専門医・指導医です。以前から附属病

院でリハビリテーション医療を担ってきたリハビリテーション部、整

形外科をはじめとする学内のリハビリテーションに関係の深い診療

科、関係大学や関連病院の応援を得て教室を運営しております。

臨床系大学講座には、教育、研究、臨床の3つの使命がありま

す。教育は人材育成であり、本教室の責務です。医学部生に対

しては、平成27年4月から4回生に対する講義と、5・6回生の臨床

実習を担当します。講義は客員講師の先生方にもお願いしてリハ

ビリテーションの各領域をカバーしていく予定です。急性期リハビ

リテーションの臨床実習は附属病院で、回復期・生活期のリハビリ

テーションについては関連病院で行います。大学院生の指導は、

後述する研究テーマに基づいて行っていきます。リハビリテーショ

ン専門医を養成するプログラムは専門医機構の指針に準拠しま

すが、独自に総合医療・医学教育学教室との統合プログラムを策

定しました。さらに、リハビリテーションのメディカルスタッフを含め

たチーム医療の教育や、一般市民に対するリハビリテーション医

療の理解を深める啓発活動などを行っていく予定です。

次に研究ですが、ロボットリハビリテーションの開発推進を

テーマとします。新たにロボットリハビリテーションセンターを立ち

上げて、各種ロボットを導入する予定です。その他、生体物理刺

激を応用したリハビリテーションの開発、薬物療法を組み合わせ

たリハビリテーションの開発、義肢・装具の開発などを研究テー

マとしていきます。これらの研究の推進を目的とする共同研究講

座（仮称　リハビリテーション先端医療開発講座）が、平成27年4

月に設立される予定です。

大学附属病院における実際の臨床については、専用病床が5

床あります。また、従来から活動しているリハビリテーション部と

連携しながら、各診療科の患者さんのリハビリテーションを行っ

ています。

平成27年2月7日～8日に、教室が事務局を担当している京都

リハビリテーション医学研究会の第1回学術集会をウェスティン都

ホテル京都で行います。日本のリハビリテーション医学を代表す

る先生方をお招きして御講演いただきます。一人でも多くの先生

方にお出でいただきたく、準備を進めております。学術集会の詳

細につきましては、ホームページをご覧ください。

（http://www.kyoto-rehabili.jp/convention/rehabilitation01.html）

立ち上がったばかりですが、各方面の御支援をいただきなが

ら、リハビリテーション医学・医療に貢献していくことができる教室

にしたいと考えております。会員のみなさま、どうかよろしくお願

いいたします。

教室ホームページ（http://www.f.kpu-m.ac.jp/k/reha/）

京都府立医科大学 リハビリテーション医学教室開設
  ~京都リハビリテーション医学研究会第1回学術集会開催案内~

教室開設式：平成26年10月2日　

リハビリテーション医学教室開設式にて

メンバー：前列左から　久保責任教授、三上病院教授

後列左から　沢田講師（京都府リハビリテーション教育センター）、

野村講師、池田講師

京都府立医科大学大学院医学研究科　リハビリテーション医学
                     責任教授　久保俊一 / 病院教授　三上靖夫
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平成26年11月1日（土）、大阪医科大学において第2回近畿地

区新専門医交流会を日本リハビリテーション医学会専門医会と近

畿地方会の共催で開催いたしました。この新専門医交流会は、昨

年度、第1回を開催し好評であった事もあり、本年度も第2回として

開催させて頂きました。基本的には、昨年度と同様に演題を募集

し演題発表会と懇親会の形式で行いました。近畿地区では、平

成26年度に21名の新専門医が誕生しており、平成25年度と24年

度の新専門医と合わせて55名を対象に参加を呼びかけ、16名の

新専門医の先生方の参加があり、5演題の発表がありました。ま

た、近畿地方会から8名の幹事の先生方にも参加頂きました。

演題発表会では、京都大学医学研究科附属脳機能総合研究

センターの小金丸聡子先生より「非侵襲的脳リズム刺激と歩行」、

神戸大学大学院医学研究科リハビリテーション機能回復学分野

の酒井良忠先生より「神戸大学リハビリテーション科の紹介」、吉

野脳神経外科クリニックの島田憲二先生より「近況の御報告」、和

歌山県立医科大学リハビリテーション医学の荒川英樹先生より

「海外留学体験記」、大阪医科大学総合医学講座リハビリテー

ション医学教室の冨岡正雄先生より「災害時のリハ介入のシステ

ム作りについて‐南海トラフ巨大地震を控えて‐」という演題名で

発表が行われました。日頃の研究や施設での取り組み、留学体

験、災害リハでの活動など様々な方面での新専門医の先生方の

ご活躍を発表頂き、和やかな雰囲気のもと質問や意見交換が行

われました。本年度も昨年同様、日頃の診療の苦労話しなども

あり、交流会ならではという演題発表会となりました。

懇親会は大阪医科大学の地下食堂で行い、初めに近畿地方

会幹事ならびに日本リハビリテーション医学会理事であります久

保俊一先生に乾杯の挨拶を頂きました。懇親会では、各新専門

医の先生方の自己紹介や各近畿地方会幹事の先生方より新専

門医に向けた激励の言葉などがあり、参加者間の懇親を深める

事ができました。最後に、参加者全員による記念撮影を行い、近

畿地方会代表幹事の佐浦隆一先生より閉会の挨拶を頂き交流

会を終了いたしました。

本年度の交流会も昨年度同様、和やかな雰囲気のもと交流

が行われ有意義な会であったとの意見が多く聞かれました。ま

た、昨年度は専門医取得後2年目までの先生方を対象にしたと

ころ参加者が少なかったとの意見もあったため、本年度は専門

医取得後3年目までの先生方を対象としました。このため、昨年

度は9名であった参加者が、本年度は16名となりました。今後も

多くの新専門医の先生方に参加して頂け、交流を広げていける

交流会を開催していきたいと考えております。最後に、新専門医

交流会に参加して頂いた新専門医、近畿地方会幹事の先生方

に深く感謝いたします。

和歌山県立医科大学リハビリテーション医学  中村　健

第２回近畿地区新専門医交流会の開催報告
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第38回日本リハビリテーション医学会近畿地方会学術集会
会長   道免  和久

(兵庫医科大学リハビリテーション医学教室)

平成27年3月7日（土）に第38回日本リハ医学会近畿地方会

学術集会および専門医・認定臨床医生涯教育研修会を、兵庫

医科大学平成記念会館にて開催いたします。近年、地方会の

一般演題は質、量、そして討論のすべてにおいて活発になって

おり、日本のリハ医学界をリードする地方会になってきたことを

実感いたします。集学的かつ実践的な臨床医学としてリハ医学

を発展させる推進力は、地方会での個々の症例についての熱

心な議論かと思います。幸い会場である兵庫医科大学平成記

念会館は定員700人ですので、これまでで最多の先生方にご

参加頂いても十分に余裕があります。お一人でも多くの方々の

ご参加をお待ちしております。教育研修会では、さまざまな臨

床現場で活躍されている先生方に役立てて頂けるよう、それぞ

れの分野の第一人者に御講演をお願い致しました。まず、リハ

医療制度設計のキーパーソンである石川誠先生に「回復期リ

ハと生活期（維持期）リハの現状と課題」、脳科学や運動学習

でご活躍の長谷公隆先生には「脳損傷患者の歩行再建を目指

したリハビリテーション治療」、最後に兵庫医大整形外科学教

室の吉矢晋一先生から「スポーツ膝外傷・障害とリハビリテー

ション」について御講演頂きます。それでは、当日会場でお会

いできることを楽しみにしております。

38回日本リハビリテーション医学会近畿地方会学術集会 念会館は定員700人ですので、これまでで最多の先生方にご

第38回日本リハビリテーション医学会 近畿地方会学術集会第38回日本リハビリテーション医学会 近畿地方会学術集会
および専門医・認定臨床医生涯教育研修会開催にあたっておよび専門医・認定臨床医生涯教育研修会開催にあたって

第38回日本リハビリテーション医学会 近畿地方会学術集会
および専門医・認定臨床医生涯教育研修会開催にあたって

開催日時：2015年3月7(土) 12:00～18:30
会長：道免 和久（兵庫医科大学リハビリテーション医学教室）
会場：兵庫医科大学 平成記念会館　
　　　　〒663-8501 兵庫県西宮市武庫川町1－1
            TEL：0798-45-6111（代表電話）
            TEL：0798-45-6881（兵庫医科大学リハビリテーション医学 直通） 

1. 一般演題

　　発表形式がMac PCの方は、必ずご自身のPC•アダプター及びコネクター

   をお持ちください。

　　Windowsの方は、PCでもUSBメモリーでも受付可能です。

　　　
　　演題申込要領：上記地方会幹事宛に、メール（office@craseed.org）にて

　　演題名、演者名、400字以内の抄録をお送りください。

　　受信確認の連絡を1週間以内に致しますので、万一連絡がない場合には、

　　地方会幹事まで電話連絡（Tel 0798-45-6881）をお願い致します。

　　　　演題締切：2015年1月22日（木）（延長しました。）
　　　　
2. 専門医・認定臨床医生涯教育研修会（30単位）

　　1．「回復期リハと生活期（維持期）リハの現状と課題」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　医療法人社団　輝生会　理事長　石川　誠　先生

　　2．「脳損傷患者の歩行再建を目指したリハビリテーション治療」  関西医科大学附属枚方病院　リハビリテーション科　診療教授　長谷　公隆　先生

　　3．「スポーツ膝外傷・障害とリハビリテーション」                   　　　　　　　　　　   兵庫医科大学　整形外科学教室　主任教授　吉矢　晋一　先生

　　　　
　　認定単位：1講演10単位　　参加費：2,000円　　受講費：30単位一括3,000円　　事前申込：不要

　　認定臨床医受験資格要件：認定臨床医の認定に関する内規第2条2項2号 に定める指定の教育研修会（必須以外）に該当します。

　　日本整形外科学会研修会単位認定済です。　単位：講演1 [13] [14]　 講演2 [8] [13]　 講演3 [12] [13]

第38回日本リハビリテーション医学会近畿地方会
ならびに専門医・認定臨床医生涯教育研修会 

お問い合わせ先　：　兵庫医科大学リハビリテーション医学教室　道免和久　　電話：0798-45-6881　　e-mail: office@craseed.org

 阪神本線　武庫川駅　西口改札より徒歩5分

（会場専用の駐車場はございませんので、公共交通機関にてお越しください）
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近畿地方会研修会カレンダー

　今回、広報委員会も一部メンバーを刷新し今号の発行に至りました。 記事へのご提案やご要望など、

ぜひお寄せいただきますようにお願いいたします。 近畿地方会として年 2 回の発行の特色を生かした

編集ができればと思っております。 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員会委員長　川上　寿一

■日本リハ医学会近畿地方会 専門医･認定臨床医生涯教育研修会

　日時：2015年2月8日 15:05-17:20　　会場：ウェスティン都ホテル京都（〒605-0052 京都府京都市東山区三条けあげ）

　　演題1.「維持期のリハビリテーションの実際」 

　　　　　　高生会リハビリテーションクリニック  院長　高 謙一郎 先生

　　演題2.「世界のロボットリハビリテーション」

　　　　　　秋田大学大学院　整形外科学講座  教授　島田 洋一 先生

　　演題3.「日本のロボットリハビリテーション、特に練習支援ロボット」

　　　　　　藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学Ⅰ講座  教授　才藤栄一先生 

　担当幹事　三上 靖夫（京都府立医科大学大学院）

   ※2015年2月7日～8日は同じ会場で京都リハビリテーション医学研究会学術集会が開催されます。 

■第38回学術集会および専門医･認定臨床医生涯教育研修会

　日時：2015年3月7日(土)　12:00-18:30　　会場：兵庫医科大学 平成記念会館

　　演題1.「回復期リハと生活期（維持期）リハの現状と課題」

　　　　　　医療法人社団 輝生会 理事長　石川 誠 先生

　　演題2.「脳損傷患者の歩行再建を目指したリハビリテーション治療」

　　　　　　関西医科大学附属枚方病院 リハビリテーション科診療　教授　長谷 公隆 先生

　　演題3.「スポーツ膝外傷・障害とリハビリテーション」

　　　　　　兵庫医科大学 整形外科学教室 主任教授　吉矢 晋一 先生

　担当幹事　道免 和久（兵庫医科大学）

■第54回専門医･認定臨床医生涯教育研修会

　日時：2015年4月18日(土)  13:00～16:20　　会場：大阪市立住まい情報センター

　担当幹事　松本 憲二（関西リハビリテーション病院）

■第55回専門医･認定臨床医生涯教育研修会

　日時：2015年8月1日(土)　　会場：神戸大学病院シスメックスホール

　担当幹事　酒井 良忠（神戸大学大学院）

■第39回学術集会および専門医･認定臨床医生涯教育研修会

　日時：2015年9月12日(土) 　　会場：森之宮病院ウッディーホール

　担当幹事　柴田 徹（森之宮病院）

■第56回専門医･認定臨床医生涯教育研修会

　日時：2015年11月予定 　　会場：奈良県立医科大学厳橿会館

　担当幹事　降矢 芳子（奈良県立医科大学）

■日本リハ医学会近畿地方会 専門医･認定臨床医生涯教育研修会

　日時：2015年11月予定　　会場：京都府で開催予定

　担当幹事　武澤 信夫 (京都府リハビリテーション支援センター)

　※当日は同じ会場で京都地域リハビリテーション研究会が開催されます。

■日本リハ医学会近畿地方会 専門医･認定臨床医生涯教育研修会

　日時：2015年11月予定　　会場：兵庫県で開催予定

　担当幹事　陳 隆明 (兵庫県立リハビリテーション中央病院)

　※当日は同じ会場で兵庫県リハ医会学術集会が開催されます。

■第40回学術集会および専門医･認定臨床医生涯教育研修会

　日時：2016年3月予定　　会場：和歌山県で開催予定

　担当幹事　中村 健（和歌山県立医科大学）

7



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


